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主な内容

ひ
押
ゆ
た
む
の
。

五
月
二
十
一
日
(
木
)
、
市
内
初
の
ト
ン
ネ
ル

「
日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
ま
す
。

当

日
は
午
前
十
時
か
ら
開
通
式
が
催
さ
れ
、
一
般
の
通
行
は
午
後
三
時
ご
ろ
か
ら
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
は
、
中
山
市
街
地
か
ら
旭
地
区
を

経
由

し
、
土
屋
や
吉
沢
な
ど
市
内

西
部
地
区
ま
で
を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路

・
八
幡
神
社
土
屋
線
の
一

部

と
し
て
、

平
成

六
年
か

ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
用

地
買
収

や
周

辺
工
事
も
言

め
た
総
事
業
費
は
、

約

八

十

一
億
円
で
す
。
開
通
後
は
、
市
内
東
西
を
結
ぶ
大
動
脈
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

5月21日開通
今
回
開
通
す
る
区
間
は
、
根
坂
間

交
差
点
か
ら
中
沢
橋
交
差
点
(
上
吉

沢
)
ま
で
の
全
長

一
J
M
で
、
ト
ン

ネ
ル
部
分
は
、

そ
の
内
の
五
百
五
十

五
れ
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
に
あ
た
っ
て
は
、

断
面
を
四
分
割
し
、
一
区
分
ず
つ
掘

削

・
補
強
を
繰
り
返
し
て
い
く
N
A

T
M
工
法

(中
盤
分
割
工
法
)
を

採
用
す
る
な
ど
、
万
全
の
態
勢
で
臨

み
ま
し
た
。
ま
た
、
出
入
り
口
は
、

周
辺
の
環
境
と
調
和
す
る
よ
う
シ
ン

プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
と
と
も
に
、

っ
た
を
植
え
る
な
ど
、
緑
化
に
も
配

慮
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

ト
ン
ネ
ル
内
全
線
に
わ

た
っ
て
側
壁
に
吸
音
内
装
板
を
使
う

な
ど
、
騒
音
対
策
も
図
っ
て
い
ま
す。

五
月
十
三
日
に
は
ト
ン
ネ
ル
内
で
の

交
通
事
故
を
想
定
し
た
訓
練
も
実
施

し
ま
し
た
。

車
道
部
分
は
、
上
下
各

一
車
線
ず

つ
の
対
面
通
行
で
、
一
日
の
通
行
量

は
一
万
台
を
超
え
る
と
予
想
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
今
後
の
通
行
企
な
ど

4 

金
目
川

橋沢中
至
土
屋
・
中
井

を
考
え
合
わ
せ
、
将
来
北
側
に
も
う

二
車
線
分
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
計
画

が
あ
り
ま
す
。

安
。
し
て
歩
け
る

ト
ン
ネ
ル
内
の
歩
道
に
は
、
車
道

と
の
聞
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
隔
壁
や

鉄
製
の
転
落
防
止
柵
を
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
車
道
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
照
明

と
は
別
に
、
歩
行
者
専
用
の
白
色
照

明
を
設
置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ト

ン
ネ
ル
内
に
は
四
%
の
傾
斜
が
あ
る

た
め
、
す
べ
り
ど
め
タ
イ
ル
で
舗
装

し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
単
調
に
な
り
が
ち
な

ト
ン
ネ
ル
内
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て、

金
旭
・
旭
陵

・
山
城
・
土
沢
中
学
校

の
生
徒
が
描
い
た
絵

(十

一
枚
)
を

側
壁
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

近
く
な
る

楽
に
な
る

こ
の
区
間
の
開
通
に
よ
り
、
根
坂

間
交
差
点
と
中
沢
橋
交
差
点
の
問
の

行
き
来
は
、
公
所
交
差
点
や
日
向
問

の
住
宅
街
を
通
っ
て
遠
回
り
し
た
り
、

坂
を
上
り
下
り
し
た
り
し
な
く
て
済

む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
途
中
に
あ
る
信
号
機
の
数

も
減
る
た
め
、
歩
い
て
約
三
十
分
か

か
っ
て
い
た
の
が
十
五
分
に
、
自
動

車
で
約
五
分
か
か
っ
て
い
た
の
が
二

分
に
短
縮
さ
れ
る
と
予
想
し
て
い
ま

す。

(い
ず
れ
も
平
常
時
)

根
寝
間
交
差
点
が

変
わ
り
ま
す

日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
伴
い
、

根
坂
間
交
差
点
の
通
行
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

0

.
担

重

道
路
建
設
課
道
路
新
設
担

当

(内
線
4
6
9)

ベルマーレ平塚で活躍を
4月11日にJリーグ最年少出場を果たした小

松原選手。サッカーが大好きで、中学生のときに

群馬県からベJレマーレのまち・平塚にやって来ま

した。取材は市政モニター斎藤守久さん(横内)

十
六
歳
で
J
リ
l
グ
に
デ
ビ

ュ
ー
し
た
小
松
原
選
手
に
、
先

'

月
二
十
七
日
ベ
ル
マ
I
レ
平
塚

}

の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
取
材
を
し

い

ま
し
た
。
十
六
歳
と
い
う
と
私

川

の
息
子
と
同
じ
年
齢
で
、
ど
ん

ー

な
話
か
ら
始
め
よ
う
か
と
少
し

‘

悩
み
ま
し
た
が
、
予
想
に
反
し

.

て
し
っ
か
り
し
て
、
落
ち
着
い

.

て
い
る
な
と
牒
ヤ
心
し
ま
し
た

0

.

初
出
場

(対
セ
レ
ッ
ソ
大
阪

.

戦
)
の
感
想
は
と
い
う
質
闘
に

.

「全
然
緊
張
し
な
か

っ
た
」
と

・

の
返
事
。

U
l
M日
本
代
表
選

・

手
と
し
て
世
界
を
経
験
し
て
い

・

る
た
め
か
、
パ
ス
の
速
さ
や
J

・

リ
l
グ
の
ス
ピ
ー
ド
に
も
す
ぐ

・

対
応
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
二

-
o
o二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

・

日
本
代
表
も
夢
で
は
な
い
と
恩

.

い
ま
し
た。

-

小
松
原
選
手
は
地
元
の
江
陽

'

中
学
校
を
卒
業
し
、
現
在
は
平

'

塚
学
園
高
校
に
通
い
な
が
ら
サ

い

ッ
カ
l
に
励
ん
で
い
ま
す
。
練

恥

習
や
試
合
の
時
間
が
不
規
則
で

大
神
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
行
く
の

も
大
変
の
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

も
ト
ッ
プ
に
上
が
る
た
め
の

一

つ
の
試
練
な
の
で
し
ょ
う
。

取
材
を
し
て
い
て
、
特
に
感

銘
を
受
け
た
こ
と
が
あ
拘
手
品
す。

「
自
分

一
人
で
こ
こ
ま
で
こ
れ

た
の
で
は
な
い
。
両
親
や
自
分

を
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
キ
の

お
か
げ
・
:
」
と
い
、2
一国
葉
で
し

た
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
続
け
、
練
習
に
打
ち
込
ん
で

ほ
し
い
も
の
で
す
。
同
年
代
の

息
子
を
持
つ
親
と
し
て
と
て
も

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た。

小
松
原
選
手
は
、
幼
稚
園
の

こ
ろ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
ま

し
た
。
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
も
早

く
か
ら
親
し
む
と
い
う
こ
と
は

大
切
で
す
が
、
彼
の
場
合
、
父

親
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
選

手
だ
っ
た
こ
と
や
、
友
達
と
い

つ
も
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
こ

と
が
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

彼
が
デ
ビ

ュ
ー
し
た
平
塚
競

技
場
は
今
や
地
元
サ
ッ
カ
ー
少

年
た
ち
の
夢
の
舞
台
で
す
。
小

松
原
選
手
の
活
躍
が
良
い
刺
激

と
な
っ
て
、
平
壕
の
若
者
が

一

人
で
も
多
く
競
技
場
の
緑
の
芝

生
に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
今
回
取
材
し
た
私

の
夢
で
も
あ
り
ま
す
。

け
が
に
十
分
注
意
し
て
、
世

界
を
目
指
せ
!

• • 
サ ッカーについてはだれにも負けた

くないと語 る小松原選手
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体
の
バ
ラ
ン

ス

が

崩

れ

が

ち

に

な

り

へ

の

意
見
、
要
望
な
ど
を
お
気
軽
に

ま
す
。

「カ
l
ブ
の
向
こ
う
に
対
向

車

お

寄

せ

く

だ

さ

い
。

が
接
近
中
か
も
」
と
考
え
て
、
ス
ピ

.
定
例
相
談

ー
ド
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

マ
日
時

毎
月
第
3
火
曜
日
、
午
後

マ
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に

1
時
1
4
時

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
。
そ

の

行

マ

会
場

市
役
所
1
階
市
民
相
談
室

に
一
時
停
止
か
徐
行
を
し
、

左
右
の
く
先
は
目
的
地
で
は
な
く
大
き
な
事

相
談
は
、
総
務
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

故
で
す
。
運
転
す
る
と
き
は
必
ず
へ

た
左
記
の
行
政
相
談
委
員
が
お
受
け

マ
昼
間
で
も
ラ
イ
ト
を
つ
け
て

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
ス
ピ
ー
ド

を

出

し

ま

す

。

(

敬
称
略
)

一一
輪
車
は
車
体
が
小
さ
い
た
め

凹

し

過

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
大
久
保
智
治

高
浜
台
お

1
4

輪
車
か
ら
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
傾

マ
ヤ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー

ス

ク

ー

ル

に

・

細
野
冴
子

夕
陽
ケ
丘
町
|
日

向
が
あ
り
ま
す
。
昼
間
で
も
ヘ
ッ
ド

二
輪
車
の
運
転
技
術
の
向
上
と
危

・
秦
套
昭

馬
入
本
町

4
lm

ラ
イ
ト
の
点
灯
を
忘
れ
ず
に
。

険
を
読
み
取
る
力
を
つ
け
る
た
め
の

・
秋
山
佳
彦

錦
町
げ
l
n

マ
カ
l
ブ
の
先

を

読

み

取

ろ

う

ヤ

ン

グ

ラ

イ

ダ

ー
ス
ク
ー
ル
を
毎
年

・
松
尾
和
代
立
野
町
7
1
9

カ
1
ブ
走
行
中
の
ブ
レ
ー
キ
は
、

秋
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ、

ご

A
V
国
県
市
合
同
行
政
相
談
会

?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
T

法
律
、
人
権
、
税
金
、
年
金
、
教

日
H
-当
当
ク
九
ヨ
ヨ
司
昔
、
注
叶
S
守
川
百
入
リ

育
、
登
記
、
消
費
生
活
な
ど
に
つ
い

一

三

一
-
室
長
三
一
一
'
回
一
似
合
宍

ν

ロ。

E-=
-B
陪
隠
さ

-EE抗
形
容

5
2
.

て
の
行
政
相
談
会

開
催
さ
れ
ま
す
。

1

4

1

1

1

4

※
法
律
相
談
は
、
要
予
約

ロ窓
T
m
V
P
Dま
し

た

マ
日
時

5
月
初
日
(火
)午
後
1
時

E
2
2」

J
L
5
さ
J

う

U
1
E
C
f
l
q
b

i
4時

平
成
十
年
四
月

一
白
か
ら
国
民
健

郵

送
で
お
届
け
す
る
納
税
通
知
性
を

マ

会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

康
保
険
税
の
税
率
と
課
税
限
度
額
が
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(M
N
ビ
ル
日
階
)

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課

五
月
十
七
回
か
ら
二
十
三
日
ま

で

.

問
い
合
わ
せ
先

市
民
活
動
推
進

国
民
健
康
保
険
は
、
み
な
さ
ん
に

(

内
線
2
5
0
)

は
行
政
相
談
強
調
週
間
で
す
。
行

政

課

(内
線
2
9
3)

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
税
を

主
な
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

公
文
住
公
開

制

度

の

支
出
関
連
」
「
行
政
視
察
関
連
」

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
保
障
す

''0 

医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
運
営

明

概

と

個

人

J
保
護
制

「

3
1会

館
運
営
及
び
背
少
年
催

る
制
度
で
す
。

が
難
し
く
な
っ
た
た
め
改
定
し
た
も

、

，

J

用

度
の
ヰ
成
ブ
勾
躍

の

し

閑
道
」「
公
害
関
連
」
の
書
類
な

マ
取
り
扱
い
の
状
況
市
で
個
人
情

の
で
す
。
詳
し
く
は
、

六
月
中
旬
に

n
u
m利
用
状
況
を
お
知
ら

ど
が
多
く
請
求
さ
れ
ま
し
た
。

報
を
取
り
扱
、る

務

は
、
「受
録
簿
」

4
1
棚

せ

し

ま
す
。

マ
処
理
状
況

公
開
五
十
四
件
、

一

に
登
録
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

+

。

傭

・
公
文
書
公
開
制
度

部
公
開
一一
一十

一
件
で
非
公
開
は
あ
り

い
ま
す
。
平
成
十
年
三
月
末
の
登
録

"

吋

潟

市
が
保
有
す
る
情

ま
せ
ん
で
し
た
。

一
部
公
開
を
含
め

事
務
は
四
百
四
十
九
件
で
す
。
こ
の

訪

等

札

報

(公
文
容
)を
、
市

た
公
開
率
は
百
%
で
す
。

「

議
簿
」
は
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

目
叫
M

湘

民
の
み
な
さ
ん

が

知

マ

情

報

の

提

供

市

役
所
三
階
に
あ

で
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す。

自
国
H

軍
司
り
た
い
と
き
に
知
る

る
公
文
書
公
開
窓
口

「市
政
情
報

コ

マ

請
求
件
数
と
処
理
状
況

自
分
の

入

凶

公

こ

と

が

で
き
る
よ
う

l
ナ
l
」
に
は、

行
政
資
料
や
刊
行

個
人
情
報
に
つ
い
て
は、

開
示

・
訂

4

・

保

障
す
る
制
度
で
す
。

物
な
ど
が
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
お
り

正
・

削
除

・
中
止
の
前
求
が
で
き
ま

マ
利
用
状
況
利
用
し
た
方
は
昨
年

自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
昨

年

す

。
昨
年
度
は
開
示
請
求
が
四
件
あ

度
よ
り
百
六
十
人
多
い
延
べ

一
千
四

度
は

「行
政
概
要
」
や

「平
塚
市
総

り
、
す
べ

て
開
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

百
九
人
で
し
た
。
形
態
別
で
は
、
公

合
計
画
」
な
ど

一
般
行
政
に
関
す
る

た
、
実
施
機
関

(市
長
や
教
育
委
員

文
書
の
公
開
請
求

(申
し
出
)
が
八

資
料、

予
鉾
啓
や
決
算
件
な
ど
財
政

会
な
ど
)
が
行
、
つ
試
験
の
中
で
、
あ

十
五
件
、
行
政
資
料
や
刊
行
物

の

閲

に

関

す

る
資
料
、
人
口
な
ど
統
計

に

ら

か

じ

め
告
示
さ
れ
た
も
の
は
請
求

覧
な
ど
情
報
の
提
供
が
八
百
六
十
八

関

す
る
資
料
が
、
多
く
利
用
さ
れ
ま

に
よ
り
結
果
が
開
示
さ
れ
ま
す。

昨

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
。

年
度
は
職
員
採
用
試
験
な
ど
二
十
三

マ
請
求
件
数
社
会
問
題
が
二
十
二

・
個
人
情
報
保
護
制
度

試
験
で
四
十
五
件
の
詰
求
が
あ
り
試

件
、
公
害

・
災
害
が
二
十
件
、
都
市

市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
分
に
閑
す

験
結
果
の
う
ち
順
位
、
あ
る
い
は
得

問
題
が
十
六
件、

議
会

・
選
挙
が
十

る

情
報
が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て

点
が
本
人
に
開
示
さ
れ
ま
し
た
。

三
件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
具

体

い

る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
間
違

.
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

(内
線

的
に
は

「食
糧
費

・
交
際
資
・
旅
費

っ

て

い
る
場
合
に
は
訂
正
や
削
除
を

6
6
5
)

尊

重

t 

平成10年5月15日

スm
u
砂
h
w
m
u

季
節
を
肌
で
感
じ
、
自
然
と

一
体

に
な
れ
る
乗
り
物

「二
輪
車
」。

し
か
し
、

一
方
で
「
二
輪
車
は
危

険
だ
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。

で
は
、

二
輪
車
の
何
が
危
険
な
の
で

し
ょ
う
か
。
危
険
な
の
は

「二
輪
車
」

で
は
な
く
、

「交
通
ル
l
ル
を
守
ら

ず
に
乗
っ
て
い
る
人
」
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

市
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

市
営
住
宅
に
入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
を
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
に
募

集
し
て
い
ま
す
。

六
月
の
申
し
込
み
は
、

六
月
八
日
、

九
日
、
十
日
の
三
日
間
、

午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
市
役
所
東
附

属
庁
舎
二
階
B
会
議
室
で
受
け
付
け

ま
す
。
申
し
込
み
は

一
世
帯
に
つ
き

一
住
宅
に
限
り
ま
す
。
(抽
選
)

マ
主
な
入
居
資
格

①
市
民
と
な
り

引
き
続
き
1
年
以
上
経
過
し
て
い
る

②
玉
に
夫
婦
(婚
約
者
を
含
む
)
ま
た

は
親
子
か
ら
な
る
家
族
で
あ
る
③
現

に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
④
収
入
が
基

準
内
霊

巾
民
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

募
集
住
宅
の
間
取
り
な
ど
に
つ
い

ス
望
日
M
P
A
w
m
u
も

昨年は市内で763件の二輪車の事故が発生

平
塚
市
で
は
、

全
国
平

均
に
比
べ

二
輪
車
の
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
に
平
塚
警
察
署

管
内
で
起
き
た
二
輪
車
の

事
故
は
七
百
六
十
三
件
。

死
者
は
六
人
で
全
国
平
均

と
比
較
す
る
と
約

一
・
五

倍
で
す
。
特
に
、
出
会
い

頭
の
事
故
が
二
百
五
十
四

件
と
最
も
多
く
、

右
折
・

左
折
時
と
交
差
点
で
の
事

故
が
二
輪
車
の
金
事
故
の

約
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

事
故
を
起
之
さ
な
い
た
め
に

マ
交
差
点
で
は
一
時
停
止
か
徐
行
を

一
時
停
止
に
か
か
る
時
間
は
、
約

二
・
=一
秒
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
わ
ず
か
な
時
間
を
惜
し
ん
だ
た
め

に
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
交
差

点
で
は
、

「交
差
路
か
ら
車
が
来
て

い
る
か
も
」
と
考
え
て
、
ま
ず
碓
笑

ー
で
は
、
市
役
所

一
階
受
付
窓
口・

四

階
建
築
謀
、
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ

ー

(M
Nビ
ル
十
階
)、
お
よ
び
各

公
民
館
で
お
配
り
し
て
い
る

「募
集

の
し
お
り
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

0

.
六
月
の
入
居
者
募
集
住
宅

マ
岡
崎
住
宅

一
般
枠
1
戸
、
優
過

枠
1
戸
、
単
身
枠
2
戸

マ
束
中
原
住
宅

一
般
枠
2
戸
、
優

遇
枠
1
戸

マ
龍
城
ケ
丘
住
宅

一
般
枠
2
戸
、

優
遇
枠
1
戸

マ
宮
の
前
住
宅

一
般
枠
2
戸

マ
虹
ケ
浜
テ
ラ
ス
住
宅
単
身
枠
1

戸マ
田
村
植
竹
住
宅

一
般
枠
1
戸

※
優
遇
枠
は
、

一
人
親
世
帯
、
高
齢

者
世
帯
、
心
身
障
害
者
世
衛
で
す

-
問
い
合
わ
せ
先
建
築
課
住
宅
担

当

(内
線
4
6
4
)

へ
。

中ぴ守

a
a

国民健康保険税の税率など 改定前 改定後

①戸f託尋割 (加入者の所得による〉 5.0% 5.6%1 

②均等割(加入者の人数による〉 14.800円

③平等割 (一世帯あたりの定額〉 17.900円 20.000円

@万三量産割(加 入者の固定資産与党 20.0% 10.0% 

額による)

ー課税限度額 50万円 53万円

※
年
間
保
険
税
の
額
は
①
{
③
の
合
計

額
で
合
計
額
が
臼
万
円
を
超
え
る
場
合

は
臼
万
円
か
限
度
額
で
す

参
加
く
だ
さ
い
。

マ
四
輪
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も

二
輪
車
は
四
輪
車
よ
り
安
定
性
が

惑
く
、
転
倒
し
や
す
い
上
、

走
行
中

の
運
転
者
の
体
は
燕
防
備
な
状
態
で

す
。
こ
の
よ
う
な
特
性
に
つ

い
て
四

輪
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
理
解
を
深
め

て
お
く
必
袈
が
あ
り
ま
す
。

暴
走
族
を
追
放

六
月
は

「暴
走
族
追
放
強
化
月
間
」

で
す
。
た
ま
り
場
や
暴
走
行
為
を
見

か
け
た
ら
瞥
察
に
通
報
す
る
な
ど
、

家
庭
や
学
校
、
職
場
や
地
域
で
、
暴

走
族
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

マ
担
当

交
通
安
全
課

4
0)
 

(内
線
6

ロ
日
か
ら
行
政

相
談
週
間
で
す

我が家の防災対策を確認く連載⑧〉

3自分の食料や
飲料水を用意しておこう

阪神・ 淡路大震災 で も、食料 な ど の

救援 物資 は震災 発生後 2、 3臼で届 け

られて い ます。

そ こで、各家 庭 で は、家 族の 3日分

の食料や飲料 水 を備 蓄しておいて くだ

さし、。食料 は火を通さなく て も食 べら

れ る缶詰 な どを、飲料水は 1人 1日 3
tを目安 に、用怒して お きま しょう 。

また、 トイ レや洗濯、 消 火用 と し

て、浴相lPlや洗櫨機に水をた めておく習

慣 をつ け まし ょう。

。担 当 防災課 (内線 143)

市霞舎を傭醸しτ@k)京世ゐか
~市議会6月定例会は6月1日か522日まで開会します~

O本会議(総括質問) 6月 9日-12日

。 常任委員会 6月15日 ・16日

※開会 は午前 10時の予定です。

市 議会の会 議は、原則として どなた

で も自由に傍聴で き ま す 。 本 会議の傍

聴は、専用の入り口が議事堂北側 2階

にあり、 議場 へ は傍勝者名簿に住所、

氏名を記入していただく だけで 入場 で

きます。ただ し、 傍聴席は本会議場が

76J市、 委只 会 室が 9席程度ですの で、

団体の場合 は事前 に説会事務局までご

i車*'*く ださい。 (内線369)議会事務局。担 当

交 通災害共 済の加入受 け付けが、 4月1日か ら始 ま っています。今加入すると、共済

期聞は加入日翌 日か ら来 年4月30日まで です。掛け金は、大人500円、70歳以上身体

や精神に障害 がある方300円、中学生以 下200円です。

お申し込みは市内金融機関 (郵便局 を除く)、 または市役所金融機関窓 口へ。

まさかに備えて交通災害共済に
市民活動推進課(内線244)。問い合わせ先



観藤 擁閥費鎧鰯
中学生100人を
海洋少年団員に

夏
休
み
期
間
中
、
東
海
大
学
の
海

洋
調
資
研
修
船

「望
星
在
に
釆
っ

て
、
洋
上
研
修
を
す
る
海
洋
少
年
団

の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
は
中

学

一
、
二
年
生
で
、
定
貝
は
男
女
各

五
十
人

(
先
着
順
)
。
参
加
料
は
二

万
五
千
円
で
す
。

海
洋
観
測
や
星
空
観
察
、
伊
豆
諸

島
で
の
海
水
浴
な
ど
通
じ
て
、
青
い

空
、
青
い
海
の
も
と
で
友
情
の
輸
を

広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
程

(事
前
研
修
〉
7
月
お
日
(土
)

(
洋
上
研
修
〉
8
月
3
日
(
月
)
1
5

臼
(
水
)

(
事
後
研
修
〉
8
月
却
日
(
土
)

マ
申
し
込
み
青
少
年
会
館
、
公
民

館
で
お
配
り
す
る
申
込
啓
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
背
少
年
会
館
ヘ

マ
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
会
館

宮
(
詑
)
7
0
2
9

先
着
順
に
十
五
人
で
す
。
参
加
は
無

料
で
す
。

マ
日
程
6
月
2
日
i
n臼
の
聞
の

毎
週
火
曜
日
、
全
4
回

着
付
け
の
知
識
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
マ
時
間

午
後
7
時
1
9
時

青
年
ゆ
か
た
教
室
が
、
背
少
年
会
館
マ
持
ち
物
活
物
ベ
ル
ト

(あ
る
方

で

聞

か

れ

ま

す

。

の

み

で

ゆ

か

た

、

半

は

ば

帯

、

タ

オ

対
象
は
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤
ル
2
枚
、
腰
ひ
も
3
本

め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
十
八
歳
マ
申
し
込
み
電
話
で
青
少
年
会
館

か
ら
三
十
歳
ま
で
の
方
で
、
定
貝
は

宮
(詑
)
7
0
2
9
へ

q
hV
Aq
h
va
司
令
A
司
令
A
司
令
。
h
v
e
h
V
A司
令
A
W
&
V
A
司
令
。
a
V
A
司
令
。
h
V
A
q
h
v
d
h
V
A可
&
V
A
w
h
V
4
h
V
A可
h
V
A可
h
v
e
b
e
h
V
A司
令
A
qav
a
司
令
A可
&
V
A可
h
V
A司
令
。
h
V
4
b
d
・

七
夕
ま
つ
り
に

ゆ
か
た
で
行
こ
う

女
性
プ
ラ
ン
を
推
進
し
よ
う

推
進
委
員
を
菓
象

改
訂
女
性
プ
ラ
ン

「湘
南
ひ
ら
つ

か
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら

「湘
南
ひ
ら
つ
か
男
女
共
同
参

画
推
進
協
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

マ
応
募
資
格
①
市
民
と
な
り
引
き

続
き
1
年
以
上
住
ん
で
い
る
②
加
歳

か
ら
九
歳
ま
で
③
木
市
の
審
議
会
、

協
議
会
な
ど
の
委
只
で
な
い
③
平
塚

市
女
性
問
題
懇
話
会
、
女
性
プ
ラ
ン

推
進
協
議
会
、
女
性
プ
ラ
ン
検
討
会

の
委
貝
経
験
者
で
な
い
⑤
そ
の
ほ
か

・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・
γ
・

話
で
総
務
課

(内
線
6
6
5)
へ

マ求戸
加
料

一
万
六
千
円

(親
の
み
)

洋
上
研
修
の
舞
台
と
な
る

「望
星
丸
」

親
吾
川

ω人
を
広
島
へ

平
和
の
尊
さ
大
切
さ
を
学
び
伝
え
る

第623号 (1日・ 15日発行)

広
島
で
聞
か
れ
る
平
和
記
念
式
典

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
親
子
二
十
人

を
募
集
し
ま
す。

こ
の
事
業
は
、
平
和
の
尊
さ
、
大

広報ひ5っか回

切
さ
を
学
び
伝
え
て
い
く
た
め
実
施

し
て
い
ま
す
。

現
地
で
は
平
和
施
設
を
見
学
し
た

り、

体
験
談
を
聞
い
た
り
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

マ
日
程

〈事
前
打
ち
合
わ
せ
会
〉

7
月
日
日

(
土
)

〈広
島
派
逃
)
8月
4
日
(火
)
1
6

日
(
木
)
、
車
中
1
泊
、
指

1
泊

〈事
後
ま
と
め
会
)
8月
お
日
(日
)

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学

校
4
年
生
1
中
学
校
3
年
生
の
方
と

そ
の
親
叩
組

・
犯
人

(抽
選
)

マ
申
し
込
み

6
月
お
日
ま
で
に
屯

環
境
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
よ
う

「こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
会
貝

を
募
集
し
ま
す
。

環
境
を
守
る
た
め
に
何
か
し
て
み

た
い
と
思
、
っ
小
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、

エ
コ
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
受
録
し
て

一

緒
に
環
境
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
行

動
し
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
対
象

小
中
学
生
の
数
人
か
ら
却

人
位
の
グ
ル
ー
プ

マ
申
し
込
み
市
役
所
新
館
3
階
の

環
境
政
策
課

(内
線
3
3
2)
で
お

配
り
す
る
受
録
用
紙
に
必
婆
事
項
を

記
入
し、

提
出
す
る

公
募
実
施
要
領
の
選
出
基
準
な
ど
を

満
た
し
て
い
る

マ
募
集
人
数

男
性
2
人
、
女
性
2

人マ
謝
礼
四
千
八
百
円
(
会
議
1
回

に
つ
き
)

マ
申
し
込
み
市
役
所
1
階
市
民
ホ

ー
ル
、
公
民
館
、
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ

プ
ラ
ザ
で
お
配
り
す
る
申
込
牲
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
女
性
行
政
推
進

室

(〒
制
|
蜘
宝
町
3
|
1

M
N
ピ

ル
叩
階

・
2
幻
|
7
5
0
0
)
へ

マ
締
め
切
り
5
月
お
日
(月
)

道
支
翠
震
が

「パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン

ス
1
き
ち
ん
と
知
っ
て
い
き
い
き
働

こ
う
!」
を
テ
1
マ
に
労
働
支
援
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

法
律
や
税
金
の
仕
組
み
を
正
し
く

知
っ
て
、
自
分
ら
し
い
働
き
方
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
央許
加
無
料
。

マ
期
日
6
月
3
日
(水
)
、
お
日

(木
)

※
一
日
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す

マ
時
間

午
後
1
時
却
分
1
3
時
加

分マ
会
場
M
N
ピ
ル
口
階
会
議
室

マ
講
師

芝
崎
京
子
さ
ん
(
幻
世
紀

職
業
財
団
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

マ
定
員
各
国
初
人

(先
着
順
)

マ
申
し
込
み
電
話
で
女
性
行
政
推

進
室
包

(幻
)
7
5
0
0
へ

※
2
歳
以
よ
の
未
就
学
の
お
子
さ
ん

の
保
育
を
ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み

時
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

陶
芸
敏
塞
が

美
術
館
ア
ト
リ
エ
で
、
初
心
者
向

け
の
陶
芸
教
室
を
聞
き
ま
す
。

土
練
り
に
始
ま
り
、
作
品
の
窯
出

情
報
誌
の
編
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
に
い
た
る
陶
芸
の
基
本
技
術
と
工

程
を
、

全
四
回
の
講
座
を
過
し
て
体

女
性
情
報
誌
「
一
足
」
の

編

集

を

し

験

し

ま
す
。

て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
編
集
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
は
市
内

マ
日
程
6
月
7
日
、
凶
日
、
お
目
、

に
お
住
ま
い
、
お
勤
め
の
十
八
歳
以
7
月
5
日

(い
ず
れ
も
日
限
日
)

上
の
方
五
人
で
、
任
期
は
二
年
で
す
。

マ
時
間

午
後
1
時
1
4
時
加
分

マ
申
し
込
み

「女
性
情
報
誌
編
集
マ
対
象
高
校
生
以
上
の
方

委
貝
に
な
っ
て
ど
ん
な
情
報
を
伝
え
マ
定
員
同
人

(抽
選
)

た
い
か
」
に
つ

い
て
側
字
づ
め
原
稿
マ
材
料
費

一
千
円

用
紙

(3
枚
以
内
)
に
意
見
を
ま
と

マ
申
し
込
み
往
復
は
が
き
に
住
所
、

め
、
住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
、
生

氏

名

、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
美
術

年
月
日
、
職
業
、
編
集
経
験
の
有
無

館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
陶
芸
係
(〒

mー

を
記
入
の
う
え
、

女
性
行
政
推
進
室

肌

西

八

幡

1

1
3
1
3
・

2
お
1
2

(〒
矧
|
仰
宝
町
3
1
1
M
N
ビ
ル

叩

1

1

1

)
へ
。
5
月
幻
自
の
消
印
ま

階

・
2
幻
1
7
5
0
0
)
へ

で

有
効

，，
・・1
・r
‘、a
，
・・・2
・・‘、，
，
・・・・J
.

‘、a
，・・
・・2
・、、.，
・1
・r
・‘、.，
z
・・2
・‘、.，
.1
2

・

デ
ず
す
，
ピ
耳
、，

ホ
，
Q

ヘι
pd
i

，，
9
・

ご利用ください
保健福祉の総合相談窓口

5月 1日か5、背部泊所 1階に保健諜副上紙冶相談

窓口を開設しています。

保健福祉サービスの利用相談や申請、

保健福祉に関する悩みや心配ごとの相

談を受け付けています。

どうぞ、お気軽にご利用ください。

O利用できる 日時

月一 金i綴目、

午前8時 30分 ~午後5時

。 問い合わせ先

保健福祉総 合相談窓口担当

(内線671)

~国体の思い出を残そう~

フ~トサボーターを寝袋
かながわ・ゆめ国体平塚市実行委員会では、 国体開催期間中、

競技会場などで写真ーを搬っていただく 「フォ トサポー ター」を募集

しています。 国体は、みなさんのご協力があってはじめて開催できる

イベン トで す。 お気軽にご応募ください。

。募集人員 30人 (抽選)

。対 象 期間中、 2Ft以上ご自分のカメ ラ

で活動できる方

信)10月18日 士巨分4リレー

②10月25日-28日 秋祭大 会

5月29日(金)

国体推進課 (内線154)

ぐるみ大清掃まち第59回

5月24日(日)
午前8時~

注

/
九

ご

h

侃

¥
札

市

川

刷

出

所

λ

こ

場

せ

川

の

ま

作

共

し

日

公

は

江

路

ど

告

は

所

道

な

予

o

A
口

場

の

閣

の

い

場

る

近

公

で

さ

の

す

付

火

だ

天

帰

宅

場

花

く

雨

清

白

広

な

O

、t'eI (:{)Ille 

日時

。活 動 日

。締 め切り

0応募先

環境管理課(内総(240)。 問い合 わせ先くかながわ・ゆめ国体秋季大会〉平成10年10月24日-29日

。空き缶や、たばこの眼い殻のポイ捨てはやめましょう

0犬のふんは飼い主が後始末しましょう

.担当 環境管理課(内線240)

みんなでつくろう

きれいな環境



電話23・1111・35-1111平塚市役所

集

博
物
館区

川
泊
方

回

館.月1日|
リニューアルオープン|

平成10年5月15日

物l博

博
物
館
は
笠
き
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十

一
年
の
開
館
以
来
、
平
{
場
市
博
物
館
は
相
模
川
流
域
の
自
然
と
文
化
を
テ

ー
マ
に
、
様
々
な
角
度
か
ら
地
域
を
探
る
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
五
月

一
白
か
ら
は
二
階
展
示
室
を
一

新

し
、
今
ま
で
展
示
で
き
な
か
っ
た
資
料
や
情
報
も
多
数
公
開
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
観
覧
(
入
場
料
百

円
)
以
外
は
無
料
で
す
。
あ
な
た
も
博
物
館
で
身
近
な
地
域
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
は
何
を

発
見
し
ま
す
か

新
し
く
な
っ
た
展
示
を
見
て
、
あ
な

た
は
何
を

「発
見
」
す
る
で
し
ょ
う
。

平
塚
市
博
物
館
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
地
域
を
探
る

「地
域
博
物

館
」
で
す
。
脱
示
を
見
た
り
、
日
ご
ろ

の
生
活
の
中
で
疑
問
に
思
っ
た
り
し
た

こ
と
は
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
資
料
を
検

索
し
た
り
、
情
'
芸
日
に
質
問
し
た
り
し

て
、
さ
ら
に
詳
し
く
澗
べ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
博
物
館
の
行
事
に
参
加
し
て
ほ

か
の
仲
間
と
交
流
す
る
こ
と
や
、
意
見

を
発
表
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
発
け
ん
が
感
動
を
呼

ぴ
、
新
し
い
削
心
が
わ
い
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
の
歴
史
や
自
然
環

境
を
学
ぶ
こ
と
が
、
現
在
の
生
前
や
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
、
え
る
き

っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
気
軽
に
展
示
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

当日羽
海
、
大
地
、
村
、
都
市

今
回
は
、

二
階
展
示
室
を
中
心
に
、

各
コ
ー
ナ
ー
の
内
蒋
を
紹
介
し
ま
し
ょ

、っ
。な

お
、
展
示
内
容
は
各
公
民
館
な
ど

で
お
配
り
し
て
い
る

「あ
な
た
と
博
物

館
五
月
号
」
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

《相
模
溶
九
生
き
る
}

木
造
地
曳
船
や
百
年
以
上
前
の
絵
な

ど
で
、
平
塚
の
漁
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

品出

臨
調
シ

栂
一
刊

即
時誌

企

J

♂

込

〆
γ
γ吻

《
浜
で
ひ
ろ
う
海
の
自
然》

平
塚
海
岸
に
漂
近
し
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
な
ど
、
「漂
着
物
を
拾
う
会
」
で
収
集

し
た
海
の
動
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

山
山
谷
が
発
達
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
深
海
に
生
息
す
る
シ
ロ
ウ
リ
ガ
イ
の

化
石
や
、
海
底
の
写
只
を
通
し
て
大
地

の
笈
動
の
暦
山
を
日比
て
み
ま
し
ょ
う
。

《岩
石
と
地
形
}

地
質
例
や
写
真
、
岩
石
の
実
物
を
過

し
て
、
相
模
川
流
域
の
岩
石
と
地
形
の

分
布
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

{生
活
を
語
る
土
器》

市
内
で
出
土
し
た
土
器
の
種
類
や
生

産
地
、
交
流
の
状
況
を
時
代
順
に
紹
介

し
、
人
々
の
暮
ら
し
を
考
え
ま
す
。

《
道
具
の
歴
史
》

金
印
刷
器
の
導
入
に
伴
、
っ
生
活
の
変
化

を
、
直
刀
、
鉄
斧
、
釣
り
針
な
ど
を
通

し
て
垣
間
凡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

{ま
つ
り
の
世
界
}

占
代
の
ま
つ
り
で
は
願
い
や
祈
り
を

込
め
る
特
別
怠
山
立
が
位
わ
れ
ま
し
た
。

七
加
や
三
角
縁
四
神
ニ
獣
鋭
な
ど
か
ら

原
始
・
古
代
の
暮
ら
し
を
考
え
ま
す
。

《相
模
国
府
を
探
る》

奈
良
時
代
、
相
前
百
四
府
が
四
之
宮
に

《緩
家
の
四
季
》

ブ
ッ
ク
に
あ
た
る
当
時
の
絵
閑
や
日
記

帳
な
ど
を
通
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

{
講
の
つ
ど
い
}

ゐ
ど
A

マニ
A
'

な
く
な
り
つ
つ
あ
る

「不
動
郁
」
や

「郎
山
川
和
」
な
ど
の
姿
と
そ
の
意
味
を
、

の
ぼ
り
ゃ
掛
け
軸
な
ど
の
道
H

討を
通
し

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

{失
わ
れ
る
も
の
}

ま
ち
は
、
そ
の
委
を
時
代
に
合
わ
せ

変
え
て
い
き
ま
す
。
急
激
に
変
化
し
て

い
る
地
戚
の
新
旧
の
写
兵
を
比
べ
る
と

激
し
い
変
化
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

《地
震
と
平
塚
の
地
盤
}

平
塚
の
地
盤
を
「
地
震
」
と
い
う
側

面
か
ら
探
り
ま
す
。
市
内
の
各
地
域
別

に
、
大
地
震
が
起
き
た
場
合
の
液
状
化

の
予
測
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
過
去
の
被

害
や
地
下
断
面
の
接
チ
を
検
紫
で
き
る

シ
ス
テ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
地
形
、
ど
ん
な
地
盤
の
上
に

自
分
が
住
ん
で
い
る
の
か
、
検
索
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

《都
市
化
と
生
物
}

同
じ
喧
内
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
動

植
物
の
生
態
は
大
き
く
追
い
ま
す
。
都

市
化
に
よ
る
動
植
物
の
変
化
を
ク
イ
ズ

を
通
し
て
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

{
昭
和
の
く
ら
し
}

平
塚
の
都
市
形
成
は
、
寧
需
産
業
と

の
つ
な
が
り
の
中
で
進
み
ま
し
た
。
戦

争
と
前
結
し
た
そ
の
歩
み
を
、
平
塚
大

空
襲
を
巾
心
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

蓄
積
情
報
を
取
り
出
そ
う

詞lぜ一
昨E雪
封印

『手報

21!? 

...現在の日向岡

青少年相談室
(市民センター2階)

ft34-7311 

。青少年相談(お子さんについての

相談)毎週月~金曜日10時-17時

。ヤングテレホン 包33-7830

(子ども ・青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

宮 36-6013

子育て栂験室

企昭和49~手ごろの日向岡

歪平嵐駅

。ボランティア

時30分-17時

。結婚 毎週日l曜日10時-15時(第

3日曜日は除く)

。母子 毎週月~金H福田 9時-16時

。家庭児童 毎週月~金l曜日 9時~

161待

。婦人 。来所毎週月~金l眼目10時-17時

。電話毎週月~土曜日 9時-17時

(第 2・第4土曜日を除く )

-毎週月~金曜日 9時30分-16時

中央
福祉会館 公民館

稲子、口
E貴ど
セも
ン教

?宵-市民
センター

市民相談室
(市役所 1階)

ft23-1111内線293

周辺134号

毎週月~金曜日 8

6月11日(木)10時-15時

子育て相談室
(須賀保育園2階)

ft21-7639 
。電話 毎週月~金臨日10時-16時

。育児相談 (来所) 毎週水曜日 9

時30分-10時30分

30分

。建築設計・耐震 6月15日(月)、

7月13日(月)13時-16時

。高年齢者職業 5月19日(火)、 21

日(木)、 6月2日(火)9時-12時

。一般市民 毎週月~金曜日 9時~

16時

健康相談
(保健センター)

ft34-0311 

福祉会館

ft33-2333 

。専門 (法律、 金融、住宅、保健医

療・いずれも予約制) 6月11日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援 毎週月~金曜日 8時30

分-17時

。人権 5月19日(火)、 6月2日

(火)、 6月16日(火)13時-16時

。行政 5月19日(火)、 6月16日

(火)、 7月21日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 毎週水曜日

と毎月第 4木曜日13時-16時

。登記・供託・測量 6月12日(金)、

7月10日(金)13時-16時

。住宅 (新・改築) 5月19日(火)、

6月16円(火)13時-16時

。発明・考案・特許 6月8日(月)、

7月6日(月)10時-15時

。労働 6月11日(木)13時-16時

。下請け取り引き巡回あっせん

5月21日(木)13時30分-16時

。年金 ・社会保険 ・労災 6月9日

(火)、 7月14日(火)10時-15時

。健康 (予約制) 5月18日(月)、

6月15日(月)9時30分-11時30分

。消費生活 毎週金曜日 9時-16時

。手話案内 毎週金曜日 9時-12時



特

相
模
川
流
域
の

一
億
年
に
わ
た
る
大
政
事
俗
や
民
共
を
展
示
し
て
、
失
わ
南
核
物
誌
」
な
ど
、
今
ま
で
に
博
物
館

地
の
歴
史
を
、
岩
石
や
化
石
、
万
田
地
れ
つ
つ
あ
る
伝
統
的
な
採
ら
し
と
、
そ
で
刊
行
し
て
き
た
資
料
を
も
と
に
、
ピ

区
で
表
面
を
は
ぎ
と
っ
た
地
層
の
実
物
の
中
に
生
き
る
知
市
中
や
技
術
を
紹
介
。

ジ
ユ
ア
ル
な
情
報
が
取
り
出
せ
る
シ
ス

な
ど
に
よ
り
紹
介
し
て
い
ま
す
。

《宿
場
の
く
ら
し
}

テ

ム

を

設

位

し

ま

し

た

。

《深
海
の
シ
ロ
ウ
リ
ガ
イ
}

江

戸

時

代
の
平
塚
宿
の
ま
ち
な
み
の

「相
模
川
郡
山
と
で
は
人
工
術
品
か

相
模
湾
に
は
水
深

一
千
れ
以
上
の
海
捗
チ
を
、
現
在
で
い
え
ば
旅
の
ガ
イ
ド
ら
の
画
像
や
、
地
図
な
ど
を
た
ど
り
、

オススメは記です|

局

回

目

お
目
当
て
の
情
報
を
検
端
で
き
ま
す
。

気
ま
ま
に
旅
を
す
る
よ
う
な
感
覚
で
、

楽
し
く
地
域
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

だ
け
じ
ゃ
な
い

三
階

「忠
一の
ひ
ろ
ば
」
に
あ
る
「
な

ん
で
も
コ
ー
ナ
ー
」
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

一
台
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
N
A
S

A
や
名
地
の
天
文
台
が
持
つ
忌
新
の
天

文
阿
像
を
、
公
開
天
文
台
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
同
級
を
結
び
、
相
介
し
ま
す
。

プ
ラ
、
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
毎
迦
上

-
H

耐
H
の
午
前
十

一
時
と
午
後
二
時
か
ら

投
影
し
て
い
ま
す
。
(
入
場
料
百
円
)

O
問
い
合
わ
せ
先
博
物
館
宮
(お
)
5

1
1
1
(毎
週
月
陥
日
休
館
・

5
月
出

口
は
月
末
休
館
日
で
す
)

第623号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか回

4砂一般事務B…・・… ・若干名

昭和43年4月2日-52年4月 1日の聞に生まれた

人で社会福祉士の資格取得者、または平成11年
3月に資格奪取得する見込みの人

「ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ー・・・・・・ー園町ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー、

。申し込み方法 市役所3階の職員 : 2階 A会議室 i 
課などで配布する指定の「申込書」、 :0受け付け期間 6月3日 (水)-12日(金)の

「自己推薦雷」、「受験票(はがき)J : 午 前9時~午後4時30分(正午~午後1時
に必要事項を記入し、本人が直接 i と土-日曜日は除く〉

持参してください。郵送および代 :0第 1次試 験日 6月 28日(日)午前9時~午

理による受け付けはできません。 後 1時(予定)

。受け付け場所 市役所東附属庁舎 :0問い合わせ先職員課人:尊師烈樹皇当(内線泣1)

~職員採用試験についてはインターネットでもお知らせしています。

ア ドレスIel:http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/で す~
ーー-ーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・喧輔・・・・ーーーーーーーーーーーーーー_J

平成10年度平塚市職員採用試験のご案内
.一般事務A-……-10名程度 ・電気 ・機械・土木技師

昭和48年4月2日-52年4月1日の聞に生まれた: ………いすれも 1名 程 度

人で大学の課程を平成9年3月以降に卒業した人、 • 昭和45年4月2日-52年4月1日の

平成11年3月に卒識する見込みの人、または同 ・a 聞に生まれた人で、大学(短期大

程度の学力を有する人 . 学は除く)の電気工学関係 機械

工学関係・土木関係の専門課程を

平 成6年3月以降に卒業した人、ま

たは平成11年3月に卒業する見込

bの入

いずれも月~金臨自の午前8時30分
~ 午 後5時勤務。採用予定は8月 1日

・→設事務専任聴員……若干名 ・在宅福位サー ビス専任聴 員

昭和43年4月2日-51年4月1日の聞に生まれ、大学を j ……1名 昭 和43年 4月2日
卒業した人または同程度の学力を有する人で、社会福 : -53年4月1日の聞に生まれ

祉土の資格を有する人または厚生大臣の指定する社会 看護婦(士)または保健婦(士)

描祉に関する科目を3科目以上履修した人 の資格を有する人
....-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー'ーーーーー骨骨ーーーーーーーー・・・・・・・・・ーーーーーーーーーー----ーーーーーーーーー『ー---ーーーーーーー-、

以よいすれも、社会保険加入、期 末 勤 勉 手 当 相当額 ー通勤手当支給。

。 申し込み方法 家族記入欄のある市 O受け付け目時 5月22日(金)までの午

販の履歴書に写 真 を 源 付 し て 、 本 人 前8時30分~午後5時(正午~午後1時
が直接聴員課 (内線322)に提出する。 と土 日曜日は除く)

申し込み時に簡単な面接あり。 。第li.欠試験日 6月6日(土)

いすれも雇用期間は 1年以内としま

すが、必要な場合には更新可能です

・ 嘱託労務作業員… 1名 4・祖 l反 事 務幅託員… 3名

昭和17年4月2日-23年 昭和18年4月2日-23年
4月 1日の聞に生まれた人 4月 1日の聞に生まれた人

で中学校以上を卒業し、 で中学校以上を卒業し、

普通自動車の運転免許取: 自転車もしくは原付パイ

得者。才志水台ハイム勤務。 : クに乗れる人。国民健康

10月 1日採用予定。 : 保険税の徴収忽どに従事。

O勤務条件 月~金曜日:平成11年4月1日採用予定

の 週5日、午前9時 ~ 午 :0勤務条件週30時間、

後4時J弓額140.500円 月額110.000円+能率給

市嘱託員・社会福祉協議会専任職員の募集

員手
U==ロ嘱市

. 嘱託看護婦(士)・・・ 1名

昭和23年4月2日-43年
4月 1日の聞に生まれた人

で宕謹婦(士)免許取得者。

地域医療管理センター勤

務。 8月1日採用予定。

O勤務条件いずれも午

前 9時~午後5時勤務

①週4日月額135.300円
② 週5日月額169.100円

塚平

社会福祉協議会専任職員

り
、
強
い
て
は
対
人
関
係
を
ゆ
が
ん
だ
も
の
に

し
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
友
達
に
す
ご
く
べ

っ
た
り
し
た
り
、
少
し
の
こ
と
を
被
害
的
に
受

け
と
っ
て
攻
撃
的
に
な
っ
た
り
、
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
十
分
に
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
子
ど
も
は
成
長
に

必
要
な
親
の
愛
情
を
確
か
め
る
た
め
に
、
再
び

助
け
を
求
め
て
く
る
も
の
で
す
。

親
が
そ
の
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
な
か
っ

た
の
は
、
親
自
身
が
大
変
な
状
況
で
子
育
て
を

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
親
が
子
ど
も
の
問
題
に
気
づ
き
、
考
え

ら
れ
た
と
き
は
、
そ
こ
か
ら
が
子
ど
も
と
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
今
ま
で
の
関
係
を
見

直
せ
る
時
期
が
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
と
き
、
親
が
今
ま
で
の
生
き
方
や
子
ど

も
の
と
き
に
白
分
の
親
に
対
し
て
ど
ん
な
思
い

を
持
っ
て
い
た
の
か
な
ど
、
子
ど
も
の
問
題
を

通
し
て
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て

い
く
と
、

子
ど
も
の
気
持
ち
が
見
え
て
き
て
、
か
か
わ
り

も
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

AV子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

中
以
必
小
学
校
北
側
宮
(お
)
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1
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ど
も
と
と
も
に

考
え
ら
れ
る
と
き

子
ど
も
は
困
っ
た
と
き
や
助
け
て
も
ら
い
た

い
と
き
に
は
何
ら
か
の
形
で
、
親
に
そ
の
状
態

を
訴
え
て
き
ま
す
。
う
ま
く
一一d
え
な
い
と
き
は
、

泣
い
た
り
、
採
れ
た
り
、

体
の
調
子
が
悲
く
な

っ
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
そ
の
サ
イ
ン
を
出
し
た
と
き
に
、
親

が
そ
の
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
ら
、
子
ど
も
は
訴
え
る
こ
と
を
い
っ

た
ん
や
め
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
体
験

が
繰
り
返
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
親
に
わ
か
っ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
思
い
が
親
へ
の
不
信
感
と
な

予
防
が
必
要
で
す
。

虫
歯
と
歯
周
病
の
原
因

は
、
い
ず
れ
も
歯
の
周
り
に

つ
く
汚
れ

(歯
垢
)
で
す
か

ら
、
小
さ
い
と
き
か
ら
正
し

い
樹
脂
き
潤
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
定
期
的
に
健
診
、
相

談
が
受
け
ら
れ
る
「
か
か
り

つ
け
歯
科
医
」

を
持
つ
こ
と

も
大
切
で
す
。

す
で
に
白
分
の
歯
が
二
十

本
残
っ
て
い
な
い
人
も
、
今

あ
る
歯
を
大
切
に
し
、
適
切

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
食
生
活
で
の
不
自
由
さ

が
改
普
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
各
年
齢
M
を
対
象

に
、
相
談
会
や
教
護
な
ど
を

聞
い
て
い
ま
す
。

日
時
な
ど

は
「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
な
ど

で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

av保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
剖

)0
3
1
1

8
0
2
0
運
動
っ
て
何
で
す
か

質
問

す
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か
。
神
奈
川
県
医

師
会
の
調
盆
に
よ
る
と
、
品
凶

を
失
う
原
因
で
最
も
多
い
の

は
虫
歯
で
、
次
に
多
い
の
は

歯
周
痛
で
し
た
。
こ
の
こ
つ

で
、
全
体
の
約
九
割
を
占
め

nn
A7
?
a
f
-
-T
マ
ル

「
8
0
2
0運
動
」
と
い

う
言
葉
を
聞
き
ま
す
が
、
ど

う
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。

お
答
え

「8
0
2
0運
動
」
と
は

「
八
十
践
に
な
っ
て
も
、
少

な
く
と
も
二
十
本
の
歯
を
維

持
し
よ
う
」
と
い
う
樹
の
健

康
づ
く
り
運
動
の
こ
と
で
す
。

大
人
の
歯
は
、
特
通
の
人
で

二
十
八
本
あ
り
ま
す
。
こ
の

簡
が
す
べ
て
残
っ
て
い
る
こ

と
が
理
想
で
す
が
、
食
生
活

で
不
自
由
さ
を
感
じ
な
い
限

界
が
二
十
本
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

で
は
、

二
十
本
の
時
間
を
残

て
い
ま
す
。

ま
た
、
チ
ど
も
が
簡
を
失

う
原
因
は
、
ほ
と
ん
ど
が
虫

歯
で
す
が
、
年
齢
と
と
も
に

歯
周
病
の
割
合
が
増
え
、
中

年
期
以
降
は
歯
周
病
が

一
位

と
な
り
ま
す
。
自
分
の
閣
を

残
す
に
は
、
適
切
な
治
械
や
、

昧わい深く空聞を表現し、その中に線描を主体にリズミカル忽フォルムを構成した

個性的な画風の全畿を油彩、水彩、素描芯ど約100点によって紹介します。

。 開館時間 午 前9時30分~午後4時50分 。休館日 月曜日

。観 覧料 一般600円、大学 -高校 生400円、中・小学生200円

「井上三綱展j
6月7日(日)まで、美術館(ft35-2111)で開催

~新しくなった展示を見て~
・「都市化と生物Jがおも しろかった

~ 夕陽ケ丘 にお住まいの女性~

タンポポの小パネルを地図の上に並べていく

クイズ形式の展示がおもしろかった。

都市化が進んだ ITー-ー圃園田
市街地と、 ニヒ届や

吉沢のようにffな
がらの景観を践し

た地域では、タン

ポポの種知も迅う。

その変化 の様子が

楽しく学べた。

併せて市内の地

名も1工えることが

できた。

・「講のつどいJに興味を持った
~岡崎にお住まいの男性~

じ じ ん ニ う よ令 Lんζ 令

自分の殺の 111:代までは、 地キI11~務やJ)t利I ，\)'I/;が続い

ていたが、今ではなくなってしまった。

隣近所の付き合

いが減り、地地の

つながりも縛くな

ってきている。 j災

家が滅り 、会社勤

めが地え、ロぃ物

も点で遠くのスー

ノ守ーにq=rくような

生活様式とも|刈係

があるかもしれなし、

地域のつながりについて考えさせられた。

一生誕100年記念一
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